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界面活性剤を添加したアルジネート印象溶解除去液の

抗菌効果に関する研究

　　　　　小山　昌子

岩手医科大学歯学部歯科保存学第一講座

　　　（指導：久保田　稔　教授）

　　（受付：1997年10月31日）

　　（受理：1997年11月20日）

　Abstract：Bacteria　that　are　adhered　to　alginate　impression　material　remains　in　the　impression

material，　and　the　treatment　to　disinfect　should　be　done　during　removal　of　the　impression　and

cleaning　of　the　tray．　Therefore，　experimental　tray　cleaner（EX）containing　the　surface　active　agent，

（Sodium　alkyl　di－aminoethyl　glycine），　which　has　antibacterial　effect　is　produced．

　The　purpose　of　this　study　was　to　examine　antibacterial　effect　of　EX，　solutions　of　each　component

of　EX（1．00％EDTA－2Na，0．50％EDTA－4Na，1．26％Na3PO4，0．25％Na2CO3，and　O．04％ADEG－Na），　Super

Tray　Cleaner㊧（SP，　SHOFU），　and　Treclean⑯（TC，　GC）to　S’妙妙Zococcμsαμzoμs（IFO　l4462）．

　The　results　are　as　follows：

　1．The　surface　active　agent，　ADEG－Na，　showed　stronger　antibacterial　effect　than　any　other

　　component　of　EX．

　2．The　EX　was　stronger　antibacterial　effect　than　the　EX　without　ADEG－Na．

　3．The　EX　had　stronger　antibacterial　effect　than　SP　and　TC．

　　It　suggested　that　the　ADEG－Na　played　an　important　part　for　antibacterial　effect　in　EX．

Key　words：tray　cleaner，　surface　active　agent，　antibacterial　effect

緒 言

　歯科臨床で最も頻繁に使用している印象材

は，安価なアルジネート印象材である1）。印象

採得に使用したアルジネート印象表面には，多

量の細菌，唾液および血液が付着しており，感

染予防の観点から印象の消毒は重要である。そ

のために消毒効果のある薬液を用いての印象材

の練和2～4），印象の酸性水5’6）やグルタールアル

デヒドによる消毒7～11），紫外線照射2），さらに，

模型材への抗菌剤の配合13～16），模型の物理的処

置mなど数多くの方策が模型作製までの各段階

で行われてきた。しかし，アルジネート印象は，

シリコーンラバー印象と異なり，消毒を行った

後にも細菌が印象の内部に潜在し，完全な消毒

は困難であると報告6・18）されており，使用後の

印象の消毒も院内感染予防の立場から大切であ

る。

　これまで著者は，アルジネート印象溶解除去

液（溶解除去液）による金属トレーの腐食の問

題を解決するため，防錆効果を有する界面活性

剤（アルキルジアミノエチルグリシンナトリウ

ム塩，ADEG－Na）を添加した溶解除去液を試

作した。そして，この試作溶解除去液は優れた
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溶解・軟化性19）および防錆効果紗を発揮するこ

とを報告した。

　この溶解除去液に添加したADEG－Naは防

錆効果に加えて抗菌効果を有する2Pことが知ら

れており，この溶解除去液は，使用後の印象を

溶解除去する最後の段階で印象とトレーの消毒

効果を併せ持っと考えた。

　本研究ではADEG－Naを添加した試作溶解

除去液とその成分液および市販されている2種

の溶解除去液を用い，抗菌効果を比較検討し

た。

材料および方法

　供試菌株は，S‘α助y∫ococcμsαμ働s　IFO　14462，

培地は，brain　heart　infusion　broth（BHI

broth，　Difco）およびbrain　heart　infusion

agar（BHI　agar，ニッスイ）を使用した。

　試作溶解除去液（EX）は，　EDTA－2　Na：

1．00％，EDTA－4Na：0．50％，　Na3PO4：1．26％，

Na2CO3：0．25％，そしてADEG－Na（Sanyo

Chemical　Industries）：0．04％の水溶液であ

る。EX各成分の抗菌試験では，各成分濃度の

水溶液を用いた。また，界面活性剤の抗菌試験

では，EXからADEG－Naを除いた溶液（EX

－ A）を用いた。

　EXの抗菌効果の比較には，対照として滅菌

生理食塩水および市販されている2種の溶解除

去液であるトレクリーン8（TC，　Batch　No．

140451，GC）とスーパートレークリーナー⑪

（SP，　Batch　No．019509，　SHOFU）を使用した。

　抗菌試験は，BHI　brothで＆鋤7醐s　IFO

l4462を37℃で24時間培養し，遠心分離
（3000rpm，10分）で集菌し，滅菌生理食塩水で

2回洗い，107～108CFU／m1の菌浮遊液を調

製した。調製した1m1の菌浮遊液を遠心分離

（3000rpm，10分）して上清をピペットで除去し，

得られた菌体に上記実験溶液1mlを混和し，室

温で16時間作用させた。対照としては菌体に1

m1の滅菌生理食塩水を混和して同様に行った。

16時間経過後，菌体を滅菌生理食塩水で2回洗

い，1mlの滅菌生理食塩水に懸濁して菌浮遊液
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Fig。1Antibacterial　effects　of　components　of

　　　Experimental　Materia1（EX）on　S’αρ力y’ococcμs

　　　αμγ↑εμs（n＝5）．

　　　Statistical　significance　by　one・way　ANOVA

　　　and　Fisher’s　protected　least　significant

　　　difference（’p〈0．05）was　shown　between

　　　each　group　and　control．

　　　Statistical　significance　（口p＜0．05）　was

　　　shown　between　two　groups．

　　　Control：Sterile　physiological　saline　solution．

を調製した。この菌浮遊液を10倍階段希釈して，

各階段希釈液1mlをBHI　agar　14mlとよく混和

して37℃で24時間培養した。生菌数は各階段希

釈液1m1当りのコロニー数として算出した。実

験はくり返し5回行った。得られた実験結果に

ついてone－way　ANOVAとFisher’s　protected

least　significantdifference（p＜0．05）による統

計学的処理を行った。

結 果

1．EXに含まれる5成分の抗菌効果

　Fig．1にEXに配合されている5成分の水溶

液をそれぞれ単独でS．α協θμsと16時間作用

させた後の生菌数を対数で示した。

　滅菌生理食塩水を作用させた対照では2．3×

108CFU／m1の生菌数であったのに対し，

EDTA－4Naでは3．9×106CFU／ml，　EDTA－2Na

では9．3×105CFU／ml，　Na2CO3では5．5×105

CFU／m1，　Na3PO4では4．5×102CFU／ml，そ

してADEG－Naでは5．2×101CFU／mlの生菌

数を示した。いずれの実験も対照に比較して生

菌数は減少した。EDTA－4Na，　EDTA－2Na，
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Fig．2　Antibacterial　effects　of　EX　and　EX－A

　　　（EX　without　ADEG－Na）on　Srαρ吻’ococcμs

　　　ατ〃θμs（n＝5）．

　　　Statistical　significance　by　one・way　ANOVA

　　　and　Fisher’s　protected　least　significant

　　　difference（＊p〈0．05）was　shown　between

　　　two　groups．
　　　Contro1：Sterile　physiological　saline　solution．

　　　Abbreviation：EX，　Experimental　Material

Na2CO3，の各3成分とNa3PO4およびADEG

－Naとの間にはそれぞれ生菌数に有意差が認

められ，また，Na3PO4とADEG－Naの間で

は，ADEG－Naが有意に少ない生菌数であっ

た。

2．EXとEX－Aの抗菌効果の比較

　溶解除去液の成分中ADEG－Naが最も強い

抗菌効果を示したので，EXからADEG－Naを

除いたEX－AとEXとの抗菌効果の違いを検

索した。その結果，対照では3．6×108CFU／ml，

EX－Aは2．4×107　CFU／皿1，そしてEXでは

1．8×102CFU／mlの生菌数であった（Fig．2）。

EX－AおよびEXは対照に比較して生菌数は

減少し，また，EXはEX－Aに比較して有意に

少ない生菌数であった。

3．EXと市販溶解除去液の抗菌効果の比較

　Fig．3に溶解除去液を16時間作用させた後

のS．αμγεμsの生菌数を示した。対照の生菌数

は2．8×108CFU／ml，　TCの生菌数は2．5×107

CFU／m1，　SPの生菌数は2．1×104　CFU／mlで

あった。最も生菌数の少なかったのはEXで1．8

×102CFU／皿1であった。対照に比較してTC，

SP，　EXの生菌数はいずれも少なく，さらに，
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Control　TC SP EX

Fig．3　Antibacterial　effects　of　tray　cleaners　on

　　　S’αρんy↓ococcμsαμγ¢μs（n；5）．

　　　Statistical　significance　by　one－way　ANOVA

　　　and　Fisher’s　protected　least　significant

　　　difference（＊p〈0．05）was　shown　between

　　　two　groups．
　　　Control：Sterile　physiological　saline　solution．

　　　Abbreviations：TC，　Treclean；SP，　Super

　　　Tray　Cleaner；EX，　Experimental　Material

TC，　SP，　EXの順に生菌数は減少していた。

考 察

　両性界面活姓剤はコストが高いという欠点を

有するが，陽イオン界面活性剤に比較して生体

に対する毒性が著しく少く，抗菌効果を有す

る。蛋白質や血清の存在下および陽イオン，陰

イオン，非イオン界面活性剤や金属イオンの存

在下においても不溶性の沈殿を生ずることなく

効果が減弱しない22，23）などの利点を有している。

保存学領域で使用されている両性界面活性剤と

しては，根管治療器具保存液のラスノン⑭（日本

歯科薬品）に添加されているアルキルジアミノ

エチルグリシン塩酸塩が知られている2㌧　しか

し，本剤の溶解除去液への添加を試みたが沈殿

を生じたため，アミノエチルグリシン塩酸塩の

塩酸塩部分をナトリウム塩に置き換えたアルキ

ルジアミノエチルグリシンナトリウム塩

（ADEG－Na）を用いた。

　口腔内にはさまざまな細菌が存在するので，

抗菌試験では多くの細菌に対する効果を検索す

るべきであろう。しかし，数多くの細菌に対す
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る抗菌効果の検索は困難である。本研究では，

古くから抗菌試験に用いられている距～27）病原性

の強い綱）＆α批θμSを用いて抗菌効果の指標

とした。

　EXに含まれるEDTA－4NaやEDTA－2　Na

などは，グラム陰性菌の細胞壁の外膜を部分的

に溶解，破壊し抗菌効果を発揮する30）。また，両

性界面活性剤も抗菌効果を有している21～23）。し

かし，Na2CO3やNa3PO4は洗浄効果を有して

いる31）が，抗菌効果に関しては明らかではない。

本研究ではEXに含まれる各成分の抗菌効果を

明らかにするため，それぞれの成分の抗菌試験

を行った。その結果，ADEG－Naに最も強い抗

菌効果を認め，Na3PO4にも強い抗菌効果を認

めた。また，残りの成分であるNa2CO3，

EDTA－4NaおよびEDTA－2Naにっいても生

菌数の減少を認あ，5種類すべての成分が抗菌

効果を有することが明らかとなった。しかし，

これら5種類すべての成分が混合された場合に

は，成分間の相互作用により，EXにおいてど

のような抗菌効果が認められるかは明らかでな

い。そこで，次の実験を行った。

　本来は5成分すべての組合せについて，抗菌

効果への影響を検索すべきであるが，本研究で

はADEG－Naの抗菌効果に主眼をおいている

ため，EXとEX－A間の抗菌効果のみを比較

した。その結果，EXはEX－Aに比べ有意に強

い抗菌効果を認め，EXの抗菌効果は主として

ADEG－Naの作用であると推測された。

　＆α醐θμSの細胞壁は，細胞膜の外側に電子

密度の濃い層として存在し，ペプチドグリカン

が40％から60％で，そのほかタイコ酸や蛋白

を含んでいる32）。一般に界面活性剤は，この細

胞壁に吸着し被膜を形成し，細胞壁や細胞質膜

を破壊して田）細胞内構成成分の漏出を起こす34）

結果，抗菌効果が発揮されるといわれている。

本実験に用いたADEG－Naの抗菌機構は，十

分に明らかにされていないが2D，類似の作用に

より抗菌効果が発揮されたと推測される。

　市販の溶解除去液には，効能として抗菌効果

を記載した商品はないが，アルジネート印象を

溶解する基本成分であるEDTA－4　Naや

EDTA－2Naなどを含んでいるので，いずれも

抗菌効果を有していると推測される。そこで試

作した溶解除去液の抗菌効果を2種の市販溶解

除去液であるSPおよびTCと比較した。その

結果，EXは最も強い抗菌効果を示した。　SPに

も強い抗菌効果を認めたが，TCは対照に比較

して著明な生菌数の減少は認められなかった。

このことからADEG－Naを添加したEXは抗

菌効果においてもSP，　TCに比べ優れているこ

とが明らかとなった。

結 論

　著者らが考案した界面活性剤（アルキルジァ

ミノエチルグリシンナトリウム塩，ADEG－Na）

を添加した溶解除去液（EX）の抗菌効果を

S顕7閲sを用いて検討し，以下のことが明ら

かとなった。

1．EX成分の抗菌試験をしたところ，　ADEG－

Na水溶液が最も強い抗菌効果を示した。

2．EXとEX－A（EXからADEG－Naを除い
た溶液）の抗菌効果を比較したところ，EX－A

の抗菌効果はEXに比べて弱かった。

3．EXは，市販の溶解除去液であるSPおよび

TCと比較し有意に強い抗菌効果を示した。

　以上よりADEG－NaはEXにおける抗菌効
果に重要な役割を演じていることが示唆された。
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